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ＡＩを活用した高齢者のモニタリング電話サービス実証の実施結果に

ついて 

 

　このことについては、「ＡＩを活用した高齢者のモニタリング電話サービス実

証に関する協定（令和７年６月２３日締結）」に基づき、社会福祉法人出雲市社

会福祉協議会の運営する「高齢者あんしん支援センター」が行う高齢者への定期

的な連絡業務において、ネイバークラウドジャパン株式会社が提供するＡＩを

活用した高齢者のモニタリング電話サービス(NAVER CareCall)の実証事業に取

り組んでいます。当該事業の実施結果について下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１　実証事業の概要 

　「高齢者あんしん支援センター」が行う、高齢者への定期的な電話連絡業務（モ

ニタリング）において、ＡＩを活用した高齢者のモニタリング電話サービスの活

用による、業務負担軽減効果等の有用性の実証を行うもの。 
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２　ＡＩ電話利用者（本市内高齢者５８名）及び職員（高齢者あんしん支援セン

ター２５名）の内訳 

 

 

 

３　実施結果の最終評価について 

　令和７年８月～令和８年２月のＡＩ電話による通話状況の分析と、令和８年

２月に、実証参加者である市内高齢者１６名へのヒアリング、及び高齢者あんし

ん支援センター職員２５名へのアンケートにて実施。 

　各項目において８割以上の好評価となっており、個別意見においても肯定的

な意見が多かった。 
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４　今後の取組について 

　本実証では、中間評価に続き、最終評価においても高い評価であり、状態の安

定している高齢者への介護予防ケアマネジメントにおけるモニタリング業務に

ついて、ＡＩ電話での代替可能性を十分に確認することができた。 

　今後、ケアマネジメント業務におけるＡＩの活用を推進するため、 

　①　介護予防ケアマネジメント費の給付について、定期的なモニタリングに

ＡＩ電話を活用した標準的で質の高い情報収集の実施と、その情報に基づ

いて速やかに必要な支援を講じていく体制を評価する本市独自の加算設定 

　②　居宅介護支援事業所が、ＡＩを活用してモニタリングやケアプラン作成

を実施する場合の経費の本市独自の補助 

を実施することにより、本市の介護支援専門員が働きやすい環境整備を図って

いく予定。
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